
東北部会 第52回学術大会 報告 
（第4回東北放射線医療技術学術大会） 

 

実行委員長 金沢 勉 

平成26年10月25日、26日の2日間、笠原敏文 大会長（新潟大学医歯学総合病院）のもと、新潟市「朱鷺メッセ」にお

いて東北部会第52回学術大会（第4回東北放射線医療技術学術大会）を開催いたしました。 

この合同学術大会は震災の年の2011年に始まり４回目を新潟で迎えました。今大会では，未来に大きく目を向ける

為に，いま我々が何を行わなければならないかを問いかけることとし，「今なすべきこと次世代への架け橋」というスロ

ーガンを掲げました。メイン企画として「救急医療の現状と将来」ということで，会員による病院規模別の現状を紹介し

てもらい，技師会の立場と技術学会（日本救急撮影認定機構）の立場で講演をいただきました。現状の問題点を認識

するに大変良い機会だったと思います。それ以外にも「放射線技術学のための研究の基礎」ということで，研究活動を

する中で，昨今重要な部分を占めるようになった，倫理の講演も企画をしました。また例年通り，医療情報分野を増や

した6分野でのテクニカルミーティングを行いました。 

一般演題発表は，心配をしておりましたが125演題もの登録をいただきました。2日間での開催としてはかなり厳しい

運営となってしまい，同時５会場の平行進行とならざるをえませんでした。皆様には大変ご迷惑をおかけしました。しか

し東北でも一番はずれの新潟の地で，これだけの多数の演題が集りご参加頂けた事は大変喜ばしい事でした。昨年

の福島県開催に引き続き，一般演題が100題を大きく超える事は本学会が大きく進歩した一つの証と考えます。また，

情報交換会についても，200名あまりの会員，関係者にご参加頂き大変ありがとうございました。このように盛会裏に本

学術大会を終了することができましたことを実行委員一同、皆様へこころより御礼申し上げます。 

大会要領 

会期・会場  ： 平成26年10月25日（土）～26日（日） 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 

テ ー マ  ： 今なすべきこと次世代への架け橋 

参 加 数  ： 会員483名  市民公開講座 ： 40名    情報交換会 ： 約200名 

 

内 容 ：① 一般演題発表125演題 セッション数26  

 内訳 ： 青森県  10題        秋田県  10題 

 岩手県   4題      山形県   8題 

 宮城県  37題   福島県  23題 

 新潟県  32題              東京都   1題 

 

② 特別講演   

③ 企画シンポジウム 5演題 

④ 学会特別企画（日本放射線技術学会） 1演題  

⑤ 学会特別報告（日本診療放射線技師会） 2演題 

⑥ テクニカルミーティング 6分野 

⑦ ランチョンセミナー 4題  

⑧ 市民公開講座 2部制 

＊ 後援  新潟県教育委員会，新潟市教育委員会，NHK新潟，新潟日報 

     新潟県薬剤師会，新潟県病院薬剤師会，新潟大学 

         ⑨ 機器展示 20社 


